
業種 今回 変化
全業種 -6 2
製造業 -9 2
卸売業 -6 4
小売業 -20 5

サービス業 -15 6
建設業 11 3

不動産業 3 2

福
⽣
市
商
⼯
会�

経
営
だ
よ
り

福
⽣
市
商
⼯
会�

経
営
だ
よ
り

福
生
市
商
⼯
会�

経
営
だ
よ
り

 
多
摩
地
域
の
小
規
模
企
業

業
種
別
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ
の
推
移

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
す
べ
て
の

事
業
主
の
法
律
上
の
義
務
と
な
り
ま

す
。
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
に

よ
る
も
の
で
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
れ
ば
規
模
を
問
わ
ず
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
の

は
、
顧
客
や
取
引
先
な
ど
事
業
に
関

係
す
る
者
の
言
動
で
あ
っ
て
、
社
会

通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
、

働
く
人
の
就
業
環
境
を
害
す
る
も
の

で
す
。
正
当
な
苦
情
や
要
望
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
が
、
対
面
だ
け
で
な
く
電

話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
言
動
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
事
業
主
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
毅
然
と
対
応
す
る
方
針
の

明
確
化
と
従
業
員
へ
の
周
知
、
相
談

窓
口
の
設
置
、
被
害
を
受
け
た
従
業

員
へ
の
迅
速
な
配
慮
、
そ
し
て
相
談

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
不
利
益

な
取
扱
い
の
禁
止
で
す
。
日
頃
か

ら
、
い
つ
誰
が
ど
の
よ
う
な
言
動
を

受
け
た
か
を
記
録
に
残
す
習
慣
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
都
内
の
事
業
者
は
、

東
京
都
の
防
止
条
例
と
国
の
法
律
の

両
方
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

ず
は
対
応
方
針
を
一
枚
の
紙
に
ま
と

め
、
掲
示
や
就
業
規
則
で
従
業
員
に

伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

商
工
会
の
相
談
会
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

注目の補助金・助成金紹介

業務改善助成金
補助率3/4

補助額30〜600万円
賃上げ額と対象人数による

中小企業省力化投資補助金
（一般型）
補助率1/2

従業員規模により上限異なる

カスタマーハラスメント対策が義務にカスタマーハラスメント対策が義務にカスタマーハラスメント対策が義務に

令
和
８
年
度 

第
二
号　
二
〇
二
六
年
八
月
発
行

※製造業・建設業は19人以下を、卸売業・小売業・サービス業は4人以下
を小規模企業としています。出典：多摩信用金庫 多摩けいざいNo.117



日
経
Ｍ
Ｊ
が
六
月
に
発
表
し

た
今
年
上
期
の
ヒ
ッ
ト
商
品

番
付
は
、
東
の
横
綱
が
原
油

な
ど
の
調
達
難
を
指
す
「
ホ

ル
ム
ズ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
、
西

の
横
綱
が
節
目
を
迎
え
た

「
ポ
ケ
モ
ン
三
十
周
年
」
で

し
た
。
厳
し
い
コ
ス
ト
高

と
、
限
ら
れ
た
お
金
を
「
こ

れ
な
ら
」
と
使
う
熱
狂
が
同

居
し
た
半
年
で
す
。
日
経
は

今
回
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
納
得
感
」
「
コ
ン
テ
ン

ツ
」
「
ヒ
ッ
ト
の
小
粒
化
」

を
挙
げ
て
い
ま
す
。
値
上
げ

そ
の
も
の
よ
り
、
そ
の
理
由

に
納
得
で
き
る
か
ど
う
か
が

選
ば
れ
る
基
準
に
な
り
、
全

国
的
な
大
ヒ
ッ
ト
は
減
っ

て
、
狭
く
て
も
濃
い
客
層
に

支
持
さ
れ
る
「
界
隈
」
の
ヒ

ッ
ト
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

は
小
さ
な
事
業
者
に
は
む
し

ろ
追
い
風
で
す
。
自
社
の
価

格
の
理
由
を
言
葉
に
す
る
こ

と
、
狭
く
て
も
確
か
な
フ
ァ

ン
を
つ
く
る
こ
と
。
こ
の
二

つ
を
今
期
の
軸
に
据
え
ま
し

ょ
う
。

原
料
の
調
達
難
が
最
大

の
逆
風
で
す
。
汎
用
樹

脂
の
価
格
は
春
に
三
割

上
昇
し
、
塗
料
や
断
熱

材
に
も
波
及
、
出
荷
停

止
や
納
期
遅
延
も
起
き

て
い
ま
す
。
値
上
げ
は

「
発
注
日
」
で
は
な
く

「
出
荷
日
」
基
準
で
適

用
さ
れ
る
例
が
多
く
、

発
注
済
み
の
案
件
も
影

響
を
受
け
ま
す
。
取
引

先
と
の
適
用
基
準
を
書

面
で
確
認
し
、
代
替
材

料
や
第
二
の
仕
入
先
を

今
の
う
ち
に
試
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

安
さ
で
並
ば
れ
る
よ

り
、
「
こ
の
値
段
で
も

来
た
い
理
由
」
で
選
ば

れ
る
方
が
長
続
き
し
ま

す
。
値
上
げ
の
際
は
、

素
材
や
手
間
、
時
間
の

価
値
を
店
内
の
表
示
で

具
体
的
に
伝
え
ま
し
ょ

う
。
月
替
わ
り
の
一
品
や

週
末
限
定
な
ど
、
期
間
を

限
っ
た
企
画
は
来
店
の
口

実
に
な
り
、
単
価
と
頻
度

が
同
時
に
上
が
り
ま
す
。

常
連
の
好
み
を
記
録
し
、

次
に
一
言
添
え
る
だ
け
で

も
差
が
つ
き
ま
す
。

樹
脂
系
の
建
材
は
、
価

格
に
加
え
て
供
給
そ
の

も
の
が
不
安
定
で
す
。

断
熱
材
や
ル
ー
フ
ィ
ン

グ
、
塗
料
な
ど
で
は
大

幅
な
価
格
改
定
に
加

え
、
受
注
停
止
や
納
期

の
長
期
化
が
同
時
に
進

ん
で
い
ま
す
。
設
計
段

階
で
代
替
品
を
二
つ
以

上
見
込
み
、
発
注
者
の

承
認
を
早
め
に
取
っ
て

お
く
と
、
入
手
で
き
な

い
事
態
で
も
工
程
を
止

め
ず
に
済
み
ま
す
。
長

工
期
の
案
件
で
は
、
資

材
の
入
手
遅
延
を
理
由

と
す
る
工
期
延
長
の
扱

い
を
契
約
書
に
明
記
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
必

要
な
材
料
を
着
工
前
に

押
さ
え
る
先
行
手
配
が

結
果
的
に
最
も
安
く
早

い
方
法
に
な
り
ま
す
。

全
国
的
な
大
ヒ
ッ
ト
は

減
り
、
特
定
の
趣
味
や

世
代
に
深
く
刺
さ
る
商

品
が
売
上
を
つ
く
る
時

代
で
す
。
売
場
の
主
役

を
絞
り
、
周
辺
に
関
連

商
品
を
集
め
た
小
さ
な

棚
を
つ
く
る
と
客
単
価

が
動
き
ま
す
。
定
番
品

は
「
失
敗
し
た
く
な

い
」
お
客
様
の
受
け
皿

に
な
る
た
め
、
切
ら
さ

な
い
工
夫
を
優
先
し
ま

し
ょ
う
。
値
上
げ
す
る

商
品
は
、
理
由
を
一
行

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク
製
造
業

サ
ー
ビ
ス
業

小
売
業

建
設
業

最低賃金の改定に、いまから備えましょう最低賃金の改定に、いまから備えましょう最低賃金の改定に、いまから備えましょう最低賃金の改定に、いまから備えましょう
毎年10月ごろ、地域別最低賃金が改定されます。今年度の額はまだ決まっていません
が、政府は全国平均1,500円という目標を掲げており、当面も毎年数十円規模の引上
げが続くとみられます。発効日以降は、時給の従業員だけでなく月給者についても、
時間額に換算して最低賃金を上回っているかを確認する必要があります。精皆勤手当
や通勤手当、時間外手当などは比較の対象に含まれない点にご注意ください。パー
ト・アルバイトの多い事業所では、引上げによって既存社員との賃金差が縮み、不満
につながることもあります。個別の時給だけでなく、賃金表全体を見直す機会と捉え
ましょう。設備投資などで生産性を高めながら賃金を引き上げる場合には、業務改善
助成金のように費用の一部を国が負担する制度もあります。増えた人件費をどう価格
に反映するかも含めて、早めに商工会の相談会でご相談ください。

中小企業診断士 古山 文義

書
い
た
札
を
添
え
る
だ

け
で
反
応
が
変
わ
り
ま

す
。
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